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「
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
」
第
二
九
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
は
論
文

四
篇
と
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
の
報
告
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
は
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
会
大
会
で
の
新
た
な
試
み
で
し
た
。
充
実
し
た

発
表
と
白
熱
の
議
論
で
テ
ー
プ
起
こ
し
を
全
文
掲
載
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
ま
ま
で
は
発
表
で
合
計
四
八
〇
〇
〇
字
、
質
疑
応
答
で
二
一
六
〇
〇
字
ほ

ど
で
と
て
も
掲
載
で
き
な
か
っ
た
の
で
泣
く
泣
く
報
告
と
変
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
日
の
熱
気
が
い
さ
さ
か
で
も
伝
わ
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、

今
号
は
三
号
ぶ
り
に
卒
業
生
か
ら
の
投
稿
あ
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
ふ

る
っ
て
投
稿
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
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丸
雄
哉
）
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目
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雲
國
風
土
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の
会
話
文
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―
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頭
括
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・
尾
括
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廣
岡

義
隆
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翻
刻

当
世
医
者
風
流
解
初
編
吉
丸

雄
哉

11

小
津
安
二
郎
と
河
合
武
夫

サ
ン
パ
ウ
ロ
の
『
浮
草
』
尾
西

康
充

37

安
部
公
房
「
け
も
の
た
ち
は
故
郷
を
め
ざ
す
」
に
お
け
る

植
民
地
の
問
題
坂

堅
太

41

漱
石
文
学
の
視
点
構
造

『
夢
十
夜
』
を
軸
と
し
て

河
原

晴
樹

53

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
イ
ベ
ロ
・
オ
リ
エ
ン
タ
ル
文
書
館
所
蔵

デ
ィ
エ
ゴ
・
デ
・
チ
ン
チ
ョ
ン
報
告
書
の
日
本
文
字
と

ロ
ー
マ
字
書
き
日
本
語
川
口

敦
子

左
1

『出
雲
國
風
土
記
』
の
「
嚴
堂
」
に
つ
い
て
廣
岡

義
隆

1

『伊
勢
大
輔
集
』
の
和
歌
改
変
を
め
ぐ
る
一
考
察
村
口

進
介

11

翻
刻

当
世
医
者
風
流
解
二
編
吉
丸

雄
哉

19

目
取
真
俊
「
眼
の
奥
の
森
」
論

―
集
団
に
内
在
す
る
暴
力
と
《
赦
し
》
―
尾
西

康
充

43

中
村
武
志
「
目
白
三
平
」
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
一
考
察

―
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
の
」
と
「
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
」
の
接
点
―

坂

堅
太

57

ア
ビ
ラ
・
ヒ
ロ
ン
『
日
本
王
国
記
』
諸
本
と
日
本
語
の
表
記

―
チ
ン
チ
ョ
ン
報
告
書
と
の
比
較
を
通
し
て
―
川
口

敦
子

左
1


